
本
稿
で
は
、
七
○
年
代
の
二
つ
の
女
性
史
論
争
（
村
上
信
彦
と
水
田
珠
枝

を
め
ぐ
る
）
以
後
今
日
ま
で
の
日
本
の
女
性
学
と
家
族
史
と
の
交
流
に
焦
点

を
当
て
る
。
こ
の
時
期
の
大
き
な
イ
ン
。
ハ
ク
ト
と
な
っ
た
の
は
、
共
に
欧
米

の
影
響
を
強
く
受
け
た
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
運
動
と
社
会
史
の
興
隆
で
あ
っ
た
の

で
、
欧
米
の
動
向
に
も
適
宜
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
運
動
に
触
発
さ
れ
た
欧
米
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
歴
史
学
の
初

期
の
業
績
は
、
論
文
集
《
ｏ
言
・
の
Ｃ
Ｏ
目
切
ｇ
ｏ
こ
い
ロ
①
の
切
罰
昌
吻
＆
↓
（
己
星
）
、
盟
習
い

誌
、
句
①
日
三
呉
壁
巨
島
の
の
誌
の
歴
史
系
論
文
に
代
表
さ
れ
る
。
当
然
「
解

放
」
へ
の
志
向
が
強
く
、
従
来
の
歴
史
学
の
男
性
中
心
主
義
を
鋭
く
批
判
し

た
。
性
・
身
体
や
女
性
性
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
リ
ブ
運
動
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
、
家
族
へ
の
関
心
は
当
初
か
ら
高
か
っ
た
。
こ
れ
以
前
の
女

性
史
が
公
的
世
界
で
活
躍
し
た
女
性
に
専
ら
目
を
向
け
て
い
た
の
と
比
べ
る

と
、
女
性
史
と
家
族
史
と
の
対
話
は
こ
の
頃
開
始
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ

う
。
特
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
に
お
け
る
女
性
の
家
庭
役
割
の
確
立
を
論
じ

た
ウ
ェ
ル
タ
ー
や
ス
ミ
ス
ー
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
ら
の
研
究
が
名
高
い
。
意
外

に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
米
国
リ
ブ
運
動
の
先
鋭
な
指
導
者
フ
ァ
イ
ア
ス
ト

ー
ン
の
『
性
の
弁
証
法
』
は
、
ア
リ
エ
ス
の
『
子
供
の
誕
生
』
に
想
を
得
て

い
る
。
し
か
し
女
性
史
と
家
族
史
と
は
方
法
論
や
価
値
観
を
か
な
り
異
に
し

て
い
た
の
で
、
交
流
は
そ
れ
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
か
っ
た
（
有
賀
）
。

〔
学
界
展
望
〕

フ
ェ
ミ
’
一
ズ
ム
と
家
族
史

落
合
恵
美
子

こ
の
最
初
の
芽
が
成
長
し
た
ひ
と
つ
の
方
向
が
マ
ル
ク
ス
主
義
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
で
あ
る
。
日
本
に
は
ま
ず
水
田
の
階
級
支
配
・
性
支
配
の
二
元
図
式
と

し
て
紹
介
さ
れ
、
第
二
次
女
性
史
論
争
を
惹
き
起
こ
し
た
。
性
支
配
の
主
た

る
場
で
あ
る
家
族
を
各
段
階
の
資
本
主
義
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
る
理
論
化

を
進
め
た
こ
と
が
、
こ
の
派
の
業
績
で
あ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、
ザ
レ
ッ
キ

ー
、
ダ
ラ
コ
ス
タ
、
ク
ー
ン
と
ウ
ォ
ル
プ
、
ド
ゥ
ー
デ
ン
な
ど
の
代
表
的
著

作
が
次
々
と
邦
訳
さ
れ
、
英
国
を
中
心
と
し
た
家
事
労
働
論
争
も
久
場
嬉
子

や
竹
中
恵
美
子
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
主
婦
論
争
を
読
む
』

『
資
本
制
と
家
事
労
働
』
な
ど
の
上
野
千
鶴
子
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
こ
の
派

の
視
角
は
日
本
に
お
い
て
も
広
く
市
民
権
を
か
ち
え
た
。

社
会
史
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
初
期

の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
歴
史
学
も
す
で
に
社
会
史
的
視
角
を
も
っ
て
い
た
し
、
マ

ル
ク
ス
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
も
家
族
の
社
会
史
の
成
果
を
お
お
い
に
参
照
し

て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
社
会
史
と
し
て
は
、
一
部
の
民
衆
運
動
史
と
な

ら
ん
で
価
値
観
（
「
解
放
」
へ
の
志
向
）
が
最
も
濃
厚
な
部
類
に
属
し
、
そ

の
た
め
に
社
会
史
と
し
て
は
歪
ん
で
い
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
反

対
に
イ
リ
イ
チ
の
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
回
顧
趣
味
的
で

性
差
強
調
の
社
会
史
の
傾
向
は
、
一
般
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
か
ら
は
厳
し
く
攻

撃
さ
れ
る
。
日
本
で
も
八
五
年
に
反
イ
リ
イ
チ
派
に
よ
る
三
コ
ロ
ジ
カ
ル

・
フ
ェ
ミ
’
一
ズ
ム
批
判
」
が
展
開
さ
れ
た
。

社
会
史
の
立
場
を
と
る
長
谷
川
博
子
の
解
放
史
批
判
が
、
第
三
次
女
性
史

論
争
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
物
議
を
か
も
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に

よ
る
。
長
谷
川
は
「
従
来
の
被
抑
圧
者
史
観
Ⅱ
女
性
解
放
史
観
か
ら
脱
皮

し
、
女
の
歴
史
を
よ
り
リ
ア
ル
に
捉
え
る
こ
と
」
を
主
張
し
、
女
の
承
に
比
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重
を
か
け
る
の
で
な
い
「
女
・
男
・
子
供
の
関
係
史
」
と
し
て
の
家
族
史

（
家
族
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
も
含
む
）
を
提
唱
し
た
（
拙
稿
も
同
じ
方
向

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
対
し
解
放
史
系
の
女
性
史
研
究
者
は
、

水
田
も
含
め
て
激
し
い
反
発
を
示
し
た
。
よ
り
一
般
的
な
社
会
史
と
唯
物
史

観
と
の
対
立
も
背
景
に
あ
る
。

社
会
史
的
と
は
言
わ
ず
と
も
、
お
よ
そ
「
過
去
」
と
い
う
「
異
文
化
」
を

扱
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
り
マ
ル
ク
ス
主
義
な
り
に
、
歴

史
を
外
側
か
ら
評
価
す
る
特
権
的
位
置
な
ど
与
え
え
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
歴
史
現
象
で
あ
り
、
む
し
ろ
拙
稿
の
よ
う
に
歴
史
的
分
析
の

対
象
で
あ
る
か
ら
だ
。
長
谷
川
の
主
張
は
大
筋
で
正
当
だ
。

し
か
し
そ
の
こ
と
は
「
従
来
の
歴
史
学
」
の
全
否
定
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。
そ
も
そ
も
「
女
性
」
に
も
関
心
の
深
い
家
族
の
社
会
史
研
究
者
を
連
ね

て
ゑ
て
も
、
ル
イ
ー
ズ
・
テ
ィ
リ
ー
、
デ
イ
ピ
ス
、
ド
ゥ
ー
デ
ン
、
セ
ガ
レ
ー

ヌ
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
エ
、
デ
グ
ラ
ー
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
当
然
な
が
ら

「
今
を
生
き
る
者
」
と
し
て
の
各
々
の
価
値
観
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
枠
組

へ
の
妄
執
を
取
り
払
い
、
対
立
す
る
立
場
の
間
の
対
話
を
求
め
、
相
互
に
成

果
を
享
受
し
合
う
こ
と
こ
そ
が
、
現
在
要
請
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
日
本
で
も
一
次
史
料
に
基
い
た
欧
米
家
族
の
社
会
史
的
研
究
が
成

果
を
生
承
始
め
て
い
る
。
女
性
史
と
の
関
連
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
出
産
を
め

ぐ
る
藤
田
苑
子
、
長
谷
川
博
子
の
論
考
、
女
子
労
働
と
家
庭
役
割
の
関
係
に

注
目
し
た
住
沢
と
し
子
、
中
村
伸
子
の
な
ど
が
目
を
ひ
く
。

他
方
、
日
本
史
で
は
、
唯
物
史
観
を
大
枠
で
は
継
承
し
つ
つ
も
社
会
史
的

視
角
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
て
定
説
を
修
正
し
た
『
日
本
女
性
史
』
な
ど
、
女

性
史
総
合
研
究
会
を
中
心
と
し
た
仕
事
が
次
灸
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一

部
に
ド
グ
マ
を
脱
し
き
れ
ぬ
部
分
が
あ
る
の
は
遺
憾
な
が
ら
、
お
お
む
ね
実

り
多
い
「
対
話
」
の
好
例
で
あ
る
。

フ
ェ
ミ
’
一
ズ
ム
と
家
族
史
は
対
立
と
協
働
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
結
局
、

常
識
的
な
「
家
族
」
像
を
突
き
崩
す
こ
と
に
共
に
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ

た
。
人
類
学
や
精
神
医
学
も
同
じ
結
論
を
支
持
し
て
い
る
し
、
何
よ
り
も
現

実
の
家
族
が
急
速
に
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
家
族
定
義
の
再
考
を
中
心
と

し
た
家
族
社
会
学
の
再
編
成
と
並
行
し
て
、
家
族
史
も
各
時
代
の
人
々
の

「
家
族
」
観
の
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
的
な
描
出
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
心

を
砕
い
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
家
族
」
を
は
ゑ
出
し
て
、

家
族
と
他
の
制
度
と
の
関
係
や
非
家
族
的
生
活
者
な
ど
に
目
を
向
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

有
賀
夏
紀
「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
家
族
と
女
性
の
研
究
」
、
『
家
族
史
研

究
』
四
、
一
九
八
一
・

落
合
恵
美
子
「
近
代
家
族
の
誕
生
と
終
焉
」
、
『
現
代
思
想
』
一
三
’
六
、

一
九
八
五
。

「
近
代
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
『
講
座
女
性
学
４
女
の
目
で
見

る
』
、
一
九
八
七
、
勁
草
書
房
。

長
谷
川
博
子
「
女
・
男
・
子
供
の
関
係
史
に
む
け
て
」
『
思
想
』
七
一
九
、

一
九
八
四
。

水
田
珠
枝
『
女
性
解
放
思
想
の
あ
ゆ
ゑ
』
、
一
九
七
三
、
岩
波
書
店
。

「
女
性
解
放
の
視
点
」
『
未
来
』
（
連
載
）
、
一
九
八
○
。

〔
同
志
社
女
子
大
学
・
家
族
社
会
学
）
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